
● 期初債務者数及び債務者区分は27年4月当初時点で整理。               
● 債務者数、経営改善支援取組み先は、取引先企業（個人事業主を
含む。）であり、個人ローン、住宅ローンのみの先を含まない。

● βには、当期末の債務者区分が期初よりランクアップした先数を記載。
　 なお、経営改善支援取組み先で期中に完済した債務者はαに含
めるもののβに含めない。

● 期初の債務者区分が「うち要管理先」であった先が期末に債務者区
分が「うちその他要注意先」にランクアップした場合はβに含める。

● 期初に存在した債務者で期中に新たに「経営改善支援取組み先」に
選定した債務者については（仮に選定時の債務者区分が期初の債務
者区分と異なっていたとしても）期初の債務者区分に従って整理した。

● 期中に新たに取引を開始した取引先については本表に含めない。
● γには、期末の債務者区分が期初と変化しなかった先数を記載。
● みなし正常先については正常先の債務者数に計上した。               
● 「再生計画を策定した先数δ」＝「中小企業再生支援協議会の再
生計画策定先」＋「ＲＣＣの支援決定先」＋「金融機関独自の再
生計画策定先」

経営改善支援の取組み実績
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【平成27年4月～平成28年3月】
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　当金庫は、茨城県西地域を主な営業地域とし、地元の中小企業者や住民の皆さまが会員となって、互いに助け合い、発展し
ていくことを共通の理念とする相互扶助型の金融機関です。
　地元のお客さまからお預かりした大切な資金（預金積金）は、地元で資金を必要とするお客さまにご融資をすることによ
り、事業の発展や豊かな生活を送るためのお手伝いをさせていただいております。
　また、当金庫も地域社会の一員として、地元の中小企業者や住民の皆さまと幅広いネットワークを形成し、地域経済の持
続的発展に努めております。そして、金融機能の提供にとどまらず、文化、環境、教育など様々な分野で、地域社会の活性化に
積極的に取組んでおります。今後ともこうした取組みを更に強化することにより、地域の持続的発展のお手伝いをさせてい
ただきたいと考えております。

　当金庫では、お客さまからお預かりした資金の一部を有価証券等で運用しております。
　厳格な基準・細則に基づき、安全性や収益性に留意し、債券を中心とした
運用を行っております。

貸出金以外の運用に関する事項

　お客さまからお預かりした預金積金は、地元のお客さまに円滑な資金供給
を行うことにより、地域社会の発展のお手伝いをさせていただいております。 
　地元事業者の皆さまや個人のお客さまの資金ニーズにお応えするため
積極的に新商品の開発に取組んでおります。

貸出金に関する事項 （地域への資金供給の状況） 貸出金に関する事項

貸出金残高
事業者
個人
地方公共団体
設備資金
運転資金
消費者ローン
住宅ローン

144,301百万円
94,562百万円
45,244百万円
4,495百万円
68,616百万円
75,685百万円
8,757百万円
33,936百万円

貸出金以外の運用に関する事項

余裕資金運用残高
預け金
有価証券

224,041百万円
81,161百万円
139,561百万円

【個人預金残高】 （単位：百万円）

平成26年度 平成27年度

400,000

300,000

200,000

100,000

0

305,028 306,876
　当金庫では、地域のお客さまの着実な資産づくりのお手伝いをするた
めに、お客さまのニーズに応じて様々な預金商品を取扱っております。
　平成27年度は、個人・法人のお客さまとも増加しました。

預金に関する事項 （地域からの資金調達の状況）

　年４回お取引事業所にご協力いただき、地域の経済動向などを『ユー
シン景況レポート』として発行しています。
  『新しい税金の解説』『しんきん経営情報』などの情報誌を提供してお
ります。
　また、平日のご来店が困難なお客さまのために、原則として毎月第２日曜
日にお客さまの自宅等を訪問し、個人向けローンの相談を行っております。

情報支援サービス等 （地域との繋がり）

中小企業の経営支援に関する取組方針

　当金庫は、地域金融機関として、地域の皆さまにきめ細かなサービスを提供し、必要な資金を安定的に供給し、必要に応
じ経営改善に向けた支援を積極的に行うことにより、地域経済活性化を実践することが社会的使命と考えております。今後
とも、お客さまから貸出条件変更の申出があった場合には、真摯に受け止め、お客さまが抱えている課題を十分に把握し、そ
の課題解決に向け取組んでまいります。

　当金庫は、地域金融機関として、地域への安定した資金供給を社会的使命と考え、また、サポートが必要なお客さまには経営改善
支援を積極的に推進し、地域金融の円滑化に取組んでまいりました。
　現下の厳しい経済金融情勢にあって、地域に密着した当金庫の役割が一層重要になっていると考え、中小企業や個人事業主のお
客さま及び住宅資金をご利用のお客さまからの資金繰り、ご返済に関するご相談に対して、きめ細かな対応を行っています。

中小企業の経営支援に関する態勢整備の状況

　当金庫は、上記基本方針を適切に実施するため、お取引先中小企業（小規模事業所を含む）の実態把握を行い、経営支援に積極
的に関与することにより、お取引先の経営改善並びに地域経済の活性化を目的に、支援業務の推進体制強化を図りました。さらに、
茨城県中小企業再生支援協議会、茨城県中小企業振興公社、保証協会、地域の商工会・商工会議所、税理士等との連携を強化し、
お取引先に最も有効的な支援体制・連携構築を図っております。

中小企業の経営支援に関する取組状況

●創業・新規事業開拓の支援
　・創業者支援融資
　地域活性化の柱となる新しい事業を育てるために、創業を目指している個人・法人や既存の事業者の新分野進出に
対し、資金の面でサポートを行っております。新規事業の立ち上げを支援することにより、地域経済の発展に寄与するこ
とを目的とした“創業者支援融資「洋々」”の取扱いをするなど、融資や本業支援等を通して、地方創生への貢献に取組
んでおります。

●成長段階における支援
　・課題解決型金融を実践するための外部機関との連携支援
　　茨城プラットホームを活用した専門家派遣による経営支援を行っております。　　　　
　・ビジネス機会の創出と販路拡大支援
　　ビジネスマッチングへの参加としんきんビジネスフェアの開催
　　県内5金融機関との連携による「茨城ものづくり企業交流会」への参加、
　　水戸信用金庫との共同主催により「しんきんビジネスフェア２０１５」、「しんきん“食”の特別商談会」を開催しました。

●経営改善・事業再生・業種転換等の支援
　・経営改善
　平成27年度は、第８回経営改善計画作成講座を開催し、20社が全過程（５回）を終了しました。

　・事業再生・業種転換等の支援
　取引先企業70先を対象に、企業再生支援に取組みました。また、茨城県中小企業再生支援協議会を通じた、取引先の
企業再生が45社成立しました。 有価証券残高 ： 139,561百万円

預金積金に占める有価証券の割合 ： 39.69％

貸出金残高 ： 144,301百万円
預金積金に占める貸出金の割合 ： 41.04％

預金積金残高 ： 351,563百万円

地域のお客さま・
会員の皆さま
会員数 ： 38,718人

預金積金
預金積金残高
351,563百万円

出資金
出資金残高
1,947百万円

支援サービス
貸出金

貸出金残高
144,301百万円

平成28年3月31日現在

茨城ものづくり企業交流会2016
しんきんビジネスフェア2015
しんきん”食“の特別商談会

9社
４１社
3社

参加取引先企業

◎参加状況

講
座
の
内
容

③
財
務
分
析
表
の
作
成

②
決
算
書
の
し
く
み

　

の
必
要
性

①
講
座
の
概
要
と
経
営
計
画

開
校
式

（
機
会
・
脅
威
の
整
理
）

③
外
部
環
境
の
把
握

（
強
み
・
弱
み
の
整
理
）

②
内
部
環
境
の
把
握

　

整
理

①
財
務
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
と

　

実
行
計
画
表
の
作
成
）

（
計
画
書
の
骨
子
、

②
経
営
計
画
書
の
作
成

（
Ｓ
ＷO

Ｔ
分
析
）

①
経
営
戦
略
の
検
討

第１回 第２回 第３回
閉
校
式

②
経
営
計
画
の
運
用

　

利
益
計
画
）

（
売
上
計
画
、費
用
計
画

　

の
作
成

①
短
期
計
画（
初
年
度
計
画
）

第４回　

利
益
計
画
）

（
売
上
計
画
、費
用
計
画
、

　

の
作
成

①
中
期
計
画（
５
ヵ
年
計
画
）

第５回

第８回経営改善計画作成講座のスケジュールと内容

結城信用金庫
常勤役職員数
店舗数
自己資本比率

302人
24店舗
12.62％

：
：
：

中小企業の経営の改善のための取組み状況 地域活性化のための取組みの状況
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　自然環境の維持および改善に努めることは、企業市民としての社会的責任であり、環境への負荷の軽減に努力することは
資源を消費する企業としての責務です。当金庫はさまざまな環境保全活動に積極的に取組んでいます。

茨城エコ事業所登録

　地球温暖化や廃棄物の増加など、深刻な環境問題の解決のため、事業所による環境負荷を低減する取組みが
不可欠となっています。
　茨城県では、地球環境に配慮した取組みを積極的に実践している事業所を「茨城エコ事業所」として認定してお
り、当金庫は最高位“ＡＡＡ-Ｌ”に登録されています。

事業活動における環境負荷の低減

［環境自主行動の実施］
　地球温暖化対策については、信用金庫業界を挙げて取組んでおります。
　当金庫は、平成23年度より電気使用量前年度比マイナスを目標として、本部及び営業店で取組み、平成27年度は
取組み以前の年度（平成22年度）に比べ、29.58％の削減に成功しました。

［エコキャップ運動の推進］
　平成22年４月より、エコキャップ回収運動“キャップで、ワクチン”を全店で実施しています。地域の皆様にも呼
びかけた運動を展開し、発展途上国の子供たちにワクチンを送るとともに、ＣＯ2発生抑制に寄与しています。
　平成28年５月末で、5,256千個、ワクチン6,571人分、ＣＯ2削減量に換算すると41,396㎏が集まっています。

［クールビズ、ウォームビズの実施］
　夏（５月～10月）：上着なし、ノーネクタイ、冷房温度27℃（本部28℃）
　冬（12月～３月）：上着、暖房温度20℃

環境関連商品

　当金庫は、環境保全活動を通して地域貢献を図るため、「住宅ローン」、「エコカープラン」を取扱っています。「住
宅ローン」は環境に配慮した機器を設置した住宅を新築・購入する場合、店頭金利よりマイナス金利が適用される項
目の一つとして加えました。「エコカープラン」はハイブリット車・電気自動車・天然ガス自動車若しくはエコカー減
税対象車の購入を資金使途とし、「カーライフプラン」に比べ低金利で利用できる商品です。

環境に配慮したエコ店舗

　平成24年３月に移転オープンした関城支店、及び平成24年９月に新規オープンした小山城南支店は、屋根にソーラーパ
ネルを設置し太陽光発電を行い、店舗内にＬＥＤ照明を多数使用するなど、環境にやさしい店舗となっています。

　お客さま同士の交流の場を提供するために、平成27年度は第37回ユーシン友
の会「月見のおわら」と奥飛騨・穂高温泉の旅3日間を実施しました。

［ユーシン友の会］

　税理士会とのタイアップにより、住宅ローンをご利用いただいた方や年金を受
給されている方を対象に、毎年２月に税務相談会を実施しております。

［税務相談会の開催］

地域活性化につながるサービスの提供

　平成27年度は、中小企業への資金提供を通じて金融の円滑化を支援することにより、地
域の活性化を図ることを目的とした、地域活性化特別融資「上昇機運Ⅵ」の取扱いを行いま
した。
　また、28年度は、地域活性化融資「上昇機運Ⅶ」の取扱いを開始しております。

［円滑な資金の提供］

　経営者としての素養、見識を探求するとともに、会員相互の啓発、異業種間の交流と新たな事業展開の発展向上を図ることを
目的とした“結信ビジネスクラブ”を平成16年に設立し、現在231先の事業所会員で活動しています。

　茨城県の少子化対策運動に賛同し、出産・子育てにかかる資金を提供する“子育て応援プ
ラン”の取扱いを行っています。

［少子化問題への対応］

　営業店のロビーの一部を｢地域情報コーナー｣ ｢作品展｣などに活用していただ
いています。
　また、友部支店には「多目的ホール」を設置し、地域の皆さまの交流の場として
活用していただいています。

［情報スペースの提供］

　平成27年9月の関東・東北豪雨により甚大な被害に遭われた常総市に対して
役職員167人がボランティア活動に参加しました。また、6月15日の信用金庫の日
にちなんで、献血、清掃活動、募金活動などの地域貢献活動を実施しています。

［ボランティア活動］

　店舗所在地の地元のお祭りや商工祭り等のイベントに積極的に参加・協力し、
地域の皆さまと交流を深め、地域文化の発展に貢献しています。

［地域交流活動］

　結城信用金庫杯少年サッカー大会や結城信用金庫杯県西地区ゲートボール大
会を主催するほか、北関東中学校野球大会等のスポーツ大会の協賛をしています。

［スポーツへの協賛］

平成27年度の活動状況は

27/６/16
　　講演会

28/2/10
　　視察研修

28/3/17
　　講演会

講師：平林　亮子 氏　　演題：『相続はおそろしい～幸せな相続のために』
参加企業85社・参加人数94人

視察先：鎌倉プリンスホテル　『テーブルマナー講習』
参加企業46社・参加人数70人

講師：来田　忍 氏　　
演題：「県内の経済情勢」・「我が国の財政の現状と課題」
講師：今村　守雄　氏　　
演題：「最近の金融行政と中小企業の資金調達に役立つ知識」
参加企業56社・参加人数86人

　当金庫では、金融教育を通して、将来の地域経済を担う子供たちが必要な金
融知識を身に付けしっかりとした金銭感覚を養ってもらうことを目的として、小
学生向けの出前金融教室の開催と、中学生を対象とした職場体験を実施してお
ります。平成27年度は、小学生向けの出前金融教室を結城市の結城小学校、筑
西市の嘉田生崎小学校と古河市の諸川小学校の3校、中学生を対象とした職場
体験を結城市の結城東中学校と古河市の三和東中学校の2校で実施しました。

［金融教育の実施］

小学生向け出前金融教室

結城信用金庫杯県西地区ゲートボール大会

友部支店多目的ホール

結信ビジネスクラブの運営

地域活性化につながるサービスの提供

文化的•社会的貢献に関する事項
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環境保全への取組み


